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                        姶良市立松原なぎさ小学校 

こどもの日  傘立てにぽつん  横断旗  
校長 黒江 真一郎 

ゴールデンウィークが終わり，学校では１学期の充実期となる 

よう，共育活動のギアを上げてまいります。連休中の家庭，地域 

での安全への配慮や見守り・指導に感謝申し上げます。 

表題の俳句は，松原なぎさ小校区の児童・生徒の登下校を毎日 

見守ってくださる「あいらっ子見守り隊」の方々に想いを寄せて 

詠んでみました。毎日々々，多くの隊員の方々が，このように見 

守りをしてくださる地域は，県下でもめずらしいと思います。全くの無償の奉仕の動機は何なの

でしょうか。松原上の自治会長さんは次のように語られました。「隊員の健康増進，それから地

域貢献のやりがい，何より子どもたちから元気をもらえるんです。」本当に有り難いことです。

子どもたちの「笑顔の登校，満足の下校」を実現するべく学校は頑張らなければなりません。ま

た，家庭と連携し，人と人とのつながりの大事さや感謝の心をしっかり育てたいと思います。子

どもたちの明るく元気な姿やあいさつが，学校や地域を元気にする力をもつと価値付けながら。 

 

３年ぶりのＰＴＡ総会を開催。４年度の役員さん方，本当にご苦労様で

した。５年度の役員さん方，どうぞよろしくお願いいたします。 
 コロナ禍で自粛していた一堂に会してのＰＴＡ総会を３年ぶりに開催しました。制限下の経験

をマイナス面だけでなく，プラスに転じる柔軟性や発想を大事に，全く元の形に戻すということ

ではなく，価値の問い直しや方法のハイブリッド化など，運営を工夫して参りましょう。とはい

え，昨今のめまぐるしいＩＣＴの進歩は，使い方を誤れば人間に深刻なダメージをもたらす諸刃

の剣となる様相を深めていると思えてなりません。（チャットＧＰＴによる音声変換で誰の声に

もなりすませる装置をニュースで紹介していました。）人間と人工知能の良好な共存に人類の英

知を傾注するべき時に来ています。人と人とが膝突き合わせ同じ時間と空間を共有し語り合う価

値は不変なのかもしれません。お忙しい中出席してくださった皆様，本当に有り難うございました。 

ＰＴＡ総会で校長として伝えたこと【その１】 

「『考動できる子ども』を育てるために『共育』を推進したい」 

 自分で考え行動する“考動力”を挑戦や 

体験から身に付けることを大切にしていき 

ます。そのために，失敗も糧としながら， 

粘り強く探求し続ける姿勢を大事に，子ど 

もも教師も親も共に学び合い，協働しなが 

ら成長していく「なぎさの共育」を推進し 

ていきます。お手本のない未知の世界を生 

き抜く力を身に付けるために，学校，家庭， 

地域の総力の結集が必要です。 

ＰＴＡ総会で校長として伝えたこと【その２】 

「松原なぎさ小学校創立 10周年に向けて知恵と力を貸していただきたい」 
 来年度創立１０周年を迎えるに当たり，実行委員会の立ち上げ，事業内容の検討，運営計画策

定等，ＰＴＡ・地域の皆様のご理解とご協力により進めて参ります。よろしくお願いいたします。 

なぎさの四季 
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